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｢特別活動の指導法」における校務演習の導入と

実践的指導力に対する学生の自己評価

森田健宏

MORITAThkehiro

新中学校学習指導要領が平成24年度より完全実施されることとなり、その中で子ども達に

は、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育むことが改めて示

されるとともに、特に子ども達の心と人間関係を育成するための実践的指導力が求められてい

る。この内容を具体的かつわかりやすく反映させることができる科目の1つに「特別活動」が

ある。現代の教職課程の教育については、平成22年度より「教育実践演習」が導入されるな

ど、具体的な場面想定による対応ﾉJや問題解決能ﾉJの育成が求められることとなっており、学

習指導要領の解説書でも具体的実践例が数多く,爪されるようになった。この実践的指導ﾉJの育

成については、著者がこれまで取り組んできた教職科目「特別播動の指導法」においても、校

務シミュレーション学習を通して、教育実習以外の機会でも教育現場をイメージしながら学ぶ

ことを意識させることにより取り組んできた。そこで、学生がこの科目を通じて何が身につい

たのか日[=L評価させることにより、本科日の意義と課題、および今日の教員養成の資質向上の

あり方について検討した。

キーワード：新学習指導要領、特別活動の指導法、実践的指導ﾉJ、教職課程、自己評価

教員養成に携わる者としても非常に思い悩む問題であ

る。しかしながら、これは制度の急激な変化に対する

現場の認識の違いが生じていると考えることもでき、

肯定的な面としては、自主的、創造的な取り組みが学

校の中で容認される傾向になったことが挙げられ、ま

た否定的な面としては、ゆとりとされる時間の取り扱

い、解釈が大きく様々に分かれることになったことが

代表的な見解として挙げられるであろう。また、PISA

調杳における国際間比較の結果が、学力低下や国際競

争ﾉJへの懸念として表れ、学習指導要領の改訂への直

接原因になったと述べられているものもあるが、 種

の横断的測定によるものに過ぎないと見ることもでき

る｡そのため、「ゆとり教育」を通じてｲﾛIが育ったのか

をステレオタイプ的な批半|｣を避けて検証する取り組み

があまりにおろそかになっているという現実も指摘で

きよう。この「ゆとり教育」の是非論はともかくとし

て、その制度に基づき育った世代をどう捉え、今後、

1．はじめに

平成17年の文部科学大原諮問により、現代の教員の

資質向上などを含めたわが国の教育課程の基準全体の

見直しが進められ、教育基本法、学校教育法の改正に

伴い、学習指導要領も全校種共に改訂されるようにな

った。これは、今口の学校教育における様々な現実的

課題に対し､積極的に改弄を図ろうとしたものであり、

例えば、「確かな学ﾉJ」の定着を目指して基礎的・基本

的な知識・技能を重視した学習内容の允実が取り入れ

られている。これは、今まで取り組んできた「ゆとり

教育」の考え方を見直すものと評価されることも多い

が、一方で、いわゆる知識偏重の詰め込み型教育への

逆戻りであると批判される言及も見られる。事実、学

生の中にも「私たちはゆとり教育の失敗作」と自虐的

かつ制度を潮笑する発言をする者も少なからずおり、
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どのような活躍に期待するかを、制度設計時の考えに

任せるだけでなく、改めて能ﾉJの肯定的側面を見て検

討すべきであると考える。このような様々な意味での

教育格差を是正するものとして、新学習指導要領では

内容の充実化とともに、解説書において貝体的な記述

が数多く見られる。このうち、中学校の新学習指導要

領は、 部科目の先行的な移ｲj息を実施しながら平成24

年度より完全実施されることとなっているが、その内

容を見ると、子ども達には、確かな学ﾉJ、豐かな心、

健やかな体の調和を重視する「生きる力」を育むこと

が改めて,｣くされるとともに、特に子ども達の「心」と

「人間関係」を育成するための実践的指導ﾉJが今口の

教員に求められているという点も注目できる。これは、

当然現代の子ども達が良好な人間関係を築くﾉJやコ

ミュニケーション能ﾉJが低下していることの反映であ

り、今後、適切な範|井|の競争や協同による学びを通じ

て社会に参加する基本的な能ﾉJを養おうとするもので

あると思われるが、これを学校教育の中で重点的に取

り組まなければならないという趣旨が示されているこ

とについて我々は留意しなければならない｡すなわち、

基本的なコミュニケーション能ﾉJや、協調性、愛他心

などの道徳性については、本来、幼少期までの家庭教

育をはじめ、ある種人間社会のH然な営みの中で当然

のものとして育まれるべきものと考えられるが、今日

の現実的な子ども達の日常生活行動を考えるとき、こ

れらをスキルとして捉え、あるいはリテラシーと同様

なものして教え、身につけさせるべきものとしなけれ

ばならないという考えに基づくものである。また、そ

のための教材として、例えば、道徳教育において「心

のノート」が国により配布されていることや、NHK教

育番組でも､幼児～小学校低学年向けの番組として｢わ

たしのきもち」が放映され、「謝るスキル｣、「仲間を求

めるスキル」などを教えようとするものが現れたこと

からも方策として伺える（｢わたしのきもち」は平成22

年3月に放送終了)。これら内容の是非は議論の余地が

あるものの、このような形で教えなければ身につかな

いという考え方が現れた現実を我々はきちんと受けと

めなければならない。

そこで、学校教育の中で、このような人間関係ﾉJや

コミュニケーション能力を具体的に育むことができる

機会の1つとして「特別活動」がある。もちろん、教

科教育でも協同的な学習活動を通じて協同性などは育

まれるのであるが、児菫・生徒がこれら目的を主たる

ものとして取り組みやすいという点では、当然里視さ

れる機会であると思われる。今回の新中学校学習指導

要領のうち、「特別活動」については、「改善の基本方

針」において、「望ましい集団活動や体験的な活動を通

して」自主的、実践的な態度や人間関係を築くという

基本的な考え方は保持されながら、活動のねらいや意

義、教育目標を「明確にする」ことが示されている。

これは、教育現場における学校行事等が、前改訂によ

る年間授業時間の減少に伴い特別活動の時間が肖l1減ま

たは簡略化されたり、特別活動の教育的意義を考える

ことが少なく形式的に消化されたりすることなどに対

し、本来的な意味を確認する意味を持つと思われる。

また、「総則」に加え、改めて「人間関係を構築する能

ﾉﾉや自信を持って聿体的に参画する能力を育成する」

という考え方が示されている。これらの能ﾉJを児菫・

生徒に育成するという考え方を教師が有するためには、

当然ながら、口頃から教師H身が実際に良好な人間関

係を築く能ﾉJを持ち、職員間の協同性、協調性を意識

した活動ができなければ、とうてい指導にあたること

などできないであろう。すなわち、これは学習指導要

領の改訂による現職教員への留意事項では留まらず、

現代の教員餐成課程に対しても強く求められている育

成事項であると考えることができる。さらに、平成22

年3月に発行された「生徒指導提要」でも第2章第4節

に「特別活動の目標と生徒指導」が設けられ、例えば

「それぞれが個性や自己の能ﾉJを生かし、互いの人格

を尊重し合って生きることの人切さを学ぶ」ことなど

が示されており、日LLの能ﾉJを生かして自己実現を図

っていくことの大切さが明記されている。このような

経験が教職志望学生に活かされるならば、間違っても

教職員間のいじめ問題などは生じないであろう。

そこで著者は、これまで教職科目「特別活動の指導

法」において、主に校務シミュレーション学習法を通

して、教育実習以外の機会でも教育現場をイメージし

ながら協同性やリーダーシップ性を意識させることに

取り組んできた。特に、模擬職員会議や学校行事等の

唯備シミュレーションによるグループ学習を通じ、教

員に必要な協調性や協同性を再認識させることを目的

として実践してきている。しかしながら、その効果を

明らかにするためには、学習者側にこの科目をどう受

けとめ、具体的にｲﾛIが身についたのか日L』評価させる

ことが必要と考える。そこで、学生のH己評価アンケ

ートを通じ、本科Rの意義と課題、及び今日の教員養

成の資質|向｣上のあり方について検討した。
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手続き：本調査は、最終授業時に評価に影響しない

条件を提,爪して、無記8により実施している。調査

用紙を受講生に配布し、次の通り、教/J§文を提,｣､し

ている。「次の各項目は、みなさんが将来、教師に

なったときに必要とされると考えられる内容で､ま

た、この授業で培えることを想定した内容です。全

ての授業が終わった今､下記の内容が自分にどの程

度備わっていると考えるか、自己評価してください。

さらに、今回の授業を通して「身についた」「成長

した」と思えた項目には、項目番号に◎を付けてく

ださい｡」なお、回答欄は6段階評定法（6.とても

そう思う～1.全くそう思わない）で設定している。

調杳内容のカテゴリーは、中学校学習指導要領「特

別活動」の「目標」に示される文言に基づき、＜望

ましい集団行動 1－集団の統率力､2-集団への適応

力＞、＜自主的・実践的態度＞、＜人間関係を育む

資質・意識＞、＜生き方・在り方＞の4つで構成し

ている。

2.方法

調査期間：平成22年8月24日～27口

材料：調査用紙1部（※項目については表1参照）

教育実践の対象息私立S入学の中学校・高等学校教員

免許状対象の教職課程受講の2回生

（校種および免許科目は学部により異なり、「英語」

「国語」「社会（公民)」「家庭」「栄養教諭」の

いずれかに該当する｡）

担当科目および実施形態：「特別活動の指導法」

（講義2制市）として開講。前期集中講義4日間で

実施している。

教育内容およびシラバス等：

・第1日目：「特別活動」の学習指導要領に基づく

解説と教員の教育活動および業務の実際

講
講
講
講

１
２
３
４

帝
弟
錯
弟
缶
弟
捨
弟

教師のｲｰﾋ事の1口

学習指導要領における「特別活動」

｢特別活動」に,｣くされる内容の実際

｢特別活動」の指導案について

第2日目：「特別活動」の学習指導要領に示される

内容の理解と体験学習に基づく配慮事項の検討 3． 結果と考察

本調杳の基本統計里は表1に示す通りである。平均

評定値の範囲は3.93～551と高い傾向にあり、全体的

には受講生がこの講義を通して、特別活動の目標に,Jそ

している事項について習得すべき学習内容あるいは意

識すべき課題を認識できていたものと思われる。

カテゴリー別に見ると、＜人間関係を育む資質・意

識＞、＜望ましい集団行動2－集団への適応力＞の2

つのカテゴリーがいずれも高い値となっている。これ

ら2つのカテゴリーに共通する内容を推測すると、「人

間関係」「協同性」を意識したものとなっている。教師

の指導ﾉJに関しては、社会心理学の分野で知られるP

M琿論（＝隅1966)が教育分野でも援用されること

が多い｡すなわち、リーダーシップをP(Performance)

「目標達成能力」とM(Maintenance)「集団維持能力」

の2つの能ﾉJ要素で構成されるとし、目標設定や計画

寸案、メンバーへの指,｣､などにより目標を達成する能

ﾉJ (P) と、メンバー間の人間関係を良好に保ち、集団

のまとまりを維持する能力(M)の2つの能力の人小に

よって、4つのリーダーシップタイプ(PM型、Pm型、pM

型、p､型）に分類され、 PとMが共に高い状態(PM型）

のリーダーシップが望ましい、とした理論である。こ

のリーダーシップ行動論は、その後、様々な心即学者

によって明らかにされてきているが、いずれも課題達

グループ学習による模擬「職員会議」

｢体育祭」の指導案検討と作成

｢体育祭」の運用に関する体験学習（1）

｢体育祭」の運用に関する体験学習（2）

および指導案の振り返り

講
講
講
講

５
６
７
８

第
第
第
第

第3日目：｢特別活動｣の実践的運用シミュレーシ

ョンを教員の視点から考える

校務の視点

学習指導要領

事前学習

実施計画起案書

(1)

(2)

(3)

(4)

第9講

第10講

第11講

第12講

｢修学旅ｲ丁」

｢修学旅行」

｢修学旅行」

｢修学旅行」

の計画

の計画

の計画

の計画

第4日目：「特別活動｣の実践的運用シミュレーシ

ョンを教員の視点から考える

第13講：「修学旅行」の計画（5）実地シミュレー

ション

第14講：「修学旅行」の計画（6）しおり及び保護

者向け連絡文書の作成

第15講：「修学旅行」の計画（7）プレゼンテーシ

ョンと総括

なお、上記の教育内容、ねらいと詳細については、

森田（2009）で述べているが、教材企画・開発にあた

っては、現職教員の文援、助言を得て、実際の校務運

用に即した内容になっている。

13



尻〃学院短期大崇教育実践研先紀要2010

表1 本調査の基本統計量（評定平均値および各段階の評定者数）

|平均’’ ’ 2 1 3 1 4 1 5 1 6
＜望ましい集団行動＞ 全平野56.02(/72)

＜望ましい集団行動1 集団の統率力＞ 平呼26.02(／36）

．みんなに必要な指示をすることができる。

．みんなにわかりやすく説明ができる。

．仲間をひっぱっていくことができる。

．みんなの意見をまとめることができる。

．仲間一人ひとりの意見をきちんと聞くことができる。

、仲間それぞれの想いや考えを察することができる。

抑
一
帖
一
恕
一
邨
一
幟
一
抑

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

Ｏ

ｌ

０

ｌ

０

ｌ

０

０

ｌ

０

１
ｌ
２
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
０
ｌ
２

晦
一
略
一
皿
一
晦
一
ｍ
一
ｍ

ｍ
ｌ
３
－
７
ｌ
５
｜
昭
一
７

９
’
８
’
四
一
７
’
４
’
７

８
｜
皿
－
５
｜
廻
一
肥
一
Ⅳ

＜望ましい集団行動－2集団への適応力＞ 平坪30."(/36)

7．みんなと協調して行動することができる。

8．自分と異なる意見を尊里することができる。

9．グループの協ﾉJ関係に参加することができる。

10．他人の発言に対し、前lhIきな意見を加えていくことができる。

1 1 ．仲間の成功、達成を素直に喜ぶことができる。

12.仲間の失敗に対し､積樋的にﾌｫﾛｰすることができる。

＜自主的・実践的態度＞ 平士年26-54（／36）

1．文や言葉で計画した事を具体化させるイメージを持つ事ができる。

2．自分達の計画に対して､様々なハプニングを想定することができる。

3．自分で役割を考え、自分から行動に移すことができる。

4．共同活動で何が足りないか見つけその役割を果たす事ができる。

5．自分が考えたことを文耆にまとめ、仲間に説明することができる。

牝
一
州
一
咽
一
幅
一
抑
一
蝿

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

Ｏ
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
２
ｌ
０
ｌ
０

Ｏ

２

ｌ

１

ｌ

４

ｌ

１

ｌ

４

坦
一
狸
－
５
ｌ
ｕ
－
３
ｌ
ｎ

皿
一
略
一
ｍ
一
咀
一
皿
一
吃

Ⅳ
｜
、
｜
略
－
８
｜
路
一
略

”
一
”
｜
輌
一
咽
一
拙
一
畑

Ｏ
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
５
ｌ
１

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

魑
一
卯
－
９
｜
面
一
巧
一
９

咀
一
７
｜
略
一
ｍ
－
９
｜
羽

９
’
５
｜
哩
一
６
－
７
’
６

４
ｌ
８
ｌ
５
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
４6．自分たちの行動に対して良かった事痔改善点などの詔lliができる。

＜人間関係を育む資質・意識＞ 平均=31.40（／36）

困っている仲間がいたら、すぐに助けてあげたいと思う。

仲間のことを詳しく知る事は共|口1活動にとって大切だと思う。

なるべく仲間の良いところを見るようにしてあげたいと思う◎

感謝・以省の言葉を素直に言えるほうだ。

友人は自分から得るものだと思っている。

人とかかわることが基本的に好きである。

邪
一
銅
一
和
一
懸
一
唖
一
池

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

Ｏ

ｌ

０

０

ｌ

１

ｌ

１

ｌ

０

３
ｌ
１
ｌ
０
ｌ
２
－
１
ｌ
０

９
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
ｕ
ｌ
７

、
’
８
｜
過
一
喝
一
猫
一
喝

皿
一
羽
一
溺
一
瓢
一
皿
一
鋤

＜生き方・在り方＞ 平呼26.84（／36）

自分の人生を見通しを立てて考えることができる。

自分が少しずつでも、日々成長していることを感じることができる

将来のために、今できることを考えたり、取り組むことができる。

今、自分が置かれている状況を冷静に考えることができる。

自分が周囲のために何ができるかを考えられる。

自分が周|州に与えている影響をj理解-す-ることができる。

１
’
２

畑
一
岬
一
獅
一
唖
一
価
一
慨

２
－
０
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
３

５
ｌ
８
ｌ
８
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
８

Ｏ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
０

加
一
退
一
ｕ
｜
Ⅳ
｜
狸
一
喝

Ⅳ
｜
ｗ
｜
哩
一
皿
一
四
一
陞

９
ｌ
６
ｌ
ｕ
ｌ
７
ｌ
６
ｌ
５

４
’
一
ｂ
’
（
ｂ

なお、この授業を通して特に身についた項目について回答させた結果、「2仲間のことを詳しく知る事は共同活動にとって大切

だと思う。（回答率=51.2％）、「5．自分が周囲のために何ができるかを考えられる。」（回答率=44-2％）、「3．自分で役割

を考え、自分から行動に移すことができる。」（回答率ユ4.2％）、「9グループの協力関係に参加することができる。」（回答率
=41.9％）が上位項目となった。
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成(Task)機能と、人間関係(Relation)の2つの機

能で説明しているものがほとんどであり、時代は経過

しているものの現代でも十分適用可能な考え方である

と思われる。この即論に基づけば、受講生の自己評仙

の中でM型（集団維持能力）の考え力が支持され、こ

れを達成できたと考える学生が多いことが伺える。実

際の講義では、グループ学習による「職員会議」「修学

旅行の計画耆作成」など協同性を強く意識しなければ

ならない課題が確かに多いが、一方で、例えば、「体育

祭の運用」というように他の受講生に対しP型(RF

達成能ﾉﾉ）による説明と牽引の役割も課題には含んで

いる。しかし、これらを肖己評仙において高く捉えた

ことは、学生達が授業を通して、特別活動を運用する

には、これらを必要能力と考えたとみることもできる。

今回の新学習指導要領でも「良好な人間関係を築くノノ

の育成」が掲げられていることから、児童・生徒が特

別活動を通して具体的に仲間作りや共同的活動に取り

組むためには、範として白身の社会的スキルや人間関

係ﾉJが重要だと考えたものと推測することもできる。

これについては、以下の通り、自由記述回梓にも数多

く,｣くされていた。

で役割を分担し、自分のことが終わったら他に何がで

きるか探すことでスムーズに行うことができた。グル

ープのみんなで力を合わせたからうまくいったんだと

思う。1人ではここまでできなかった。私は、教師っ

ていうのは単独で判断・行動するものだと思っていた

けど、今回授業を受けてその考えが変わった。他の先

生との協力はもちろん、生徒や保護者との協力関係も

たいせつなことがわかった。

；くそ“嬢壷舞言羅毒扉…錐垂菫垂墾垂二コ
廊幽篭難零辨も￥《好き聾･じ

みト吟で博"ん津しがffft"汚延隻調多。

今回､錘少雀4，噺･旅ｬ”計参篭瀞諏晏為丁島,2年ﾑたて
'1漉沌紡拒し誹り夛睦､罪恥,f参う4噂i=稗倉 t§4か栂
ヴ謬秘､､〆一式『:粥7多”§喪炎。椀－7縁のヵんみて'万吃
診簿像・ラ”f1《?猴吟『茅乙虜7｡ 1 ノ 竃､杉シーァ，で‘さな
鋳議擁．

、}ず‘淑鰊.?‘･ｩのI襲卑砿子V'f呵噛§汐ﾂさその搾蛎･マ

心悪感参噂瀧泳帝､祁鞆弊か*ゎっ疵。
に‘'侭壬隆“ふか手乞”ん罷睡一《窪WfL"ｻ勘"噸↑＃
諜鰄な多E",*",γ農．

この記述のように教科教育法における模擬授業など

を通じて、教師とは、教壇に立って個人でクラスを采

配していくものだというイメージを持つ学生も少なく

ない。今回のシミュレーション学習を通じて、いかに

教師もまた協同性が重要であるかを認識できたという

成果は意義の大きいものであると自負している。

次に、カテゴリー別の評価において、評定平均値が

上記に比べて低くなったのが、＜望ましい集団行動

1-集団の統率力＞、＜自主的・実践的態度＞、＜生き

方・在り方＞の3つである。項目ごとに見ると、とり

わけ直接的にP機能について記されているもの（例：

仲間をひっぱっていくことができる｡）については、低

く評仙している学生が多いことが表1から伺える。実

際の授業の中で行った「体育祭の運用体験」では、グ

ループごとに競技種目を企画し、他のグループにその

場で説明をして参加してもらう形で運用している。そ

のため、自分たち頭の中では琿解できていても、他者

に理解をさせることの難しさ、特に、想定外の事態へ

の対応や、言葉によって異なる解釈がなされる可能性

を想定することが難しいという学生は自由記述の回答

から多く見られた。説明の失敗や丁期せぬトラブルな

どは本番で説明をしてみて初めて気づくというケース

がほとんどであり、事後の反省会で必ず指摘される内

容となっている。この機会を通じて、 P機能に関して

低く評仙をする学生が多数いるものと考えるが、学生

の段階で気づけたことは、今後の教職に関する学習に

も有効であると考えている。

＜記述例1＞

教師になることはとても大変なことだと思いまし

た。いろいろな行事を行うときに、きちんと事前に計

画を立てたり、起こりそうな事件などを考えて、前も

って計画をたてたり、細かいことまできちんと考えな

ければならないことがわかりました。ミニ運動会をは

じめ、修学旅行のプレゼンも自分一人では決してでき

なかったと思います。皆がいたからこそ、教師になる

大変さもわかったし、仲間の大変さが分かった。

［…じて韓に…ぬ鵬鋤壇唾垂｡懸垂Z二コ
寅由記逮で減群してください早
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f－蕨葛象”‐た恩鳥ノ巧鰯2師！”ぅ昂成心酔シ“オ金､ヌムース1胃
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＜記述例2＞

みんなで協力することが1番大切だと思った｡今回、

運動会、修学旅行の計画を立てるにあたって、みんな
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達成機能）よりもM機能（集団維持機能）に関する即

解が特に高く評価されていることが明らかになった。

これら両機能はいずれも高くなることが望ましい（二

隅，1966）ということから、今後、主導性を意識でき

るP機能に関する演習内容を取り込むことにより、さ

らなる'向｣上を目指していきたいと考えている。

なお、今回の調査の課題としては、 H由記述の内容

に対する分析と考察について十分に取り組めなかった

ことが挙げられる。これは、分析環境が十分でないた

めの手法の限界でもあるが、質問項目にとらわれない

受講生の意識を、今後、テキストマイニングの手法に

より、どのようなキーワードが特別活動の指導法に対

して必要な学習内容と意識されているかを明らかにす

るなど、さらに考察を深めていきたいと考えている。

<写真1＞模擬職員会議の様子
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＜写真2＞体育祭運用実習の様子

最後に、この授業を通じて「特に身についた」と思

った項円については、いずれの内容についても、やは

り「共同活動の重要性」「協ﾉj関係への参加」など、共

同活動の「場」に積極的に参加し、協調的に取り組む

ことや協力的な目的で幸体性を発揮することなどが含

まれている。このように、教員の多様な協ﾉJ関係によ

って、特別涌動が成り立ち、スムーズな運用が可能に

なることを授業を通して理解してくれることを期待し、

また、教科教育以外の教師の職務についても即解を深

めて、教職志望の意識を高めてほしいと願っている。
ビアスーパーバイザーからのコメント

自己評価の5つのカテゴリーの6段階評仙と記述式は学

生が指導者になるための具体的な指標になるので、本

研究の校務演習を導入した「特別活動の指導法」は実

践的指導力の育成につながる講義であると思われる。

そして、本研究から良い指導とは「1＋1＝2」では

なく「1＋1＝2＋α」で、この「＋α」を導き附す

ためには知識だけでなく、知恵が里要であることに改

めて気付かされた。今後の本研究による学生の成果に

期待したい。

（担当：家政学科藤島みち）

4．まとめと今後の課題

教職教養科目「特別活動の指導法」の授業では「講

義十演習併用型」の授業を通して、知識だけに偏らな

い学生の実践的指導ﾉJの育成を目指し、また、校務シ

ミュレーション学習を通して教職の理解を深め、モチ

ベーションを維持させることをR的として、これまで

取り組んできた。これら内容に対して、学生に習得内

容の自己評仙を求め、検討したところ、いずれの内容

についても比較的高く評価されているものの、リーダ

ーシップ行動論に基づく解釈をすると、 P機能（円的
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